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【改訂】第 4 版（2010-07-01）
【科目】応用物理 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

小林 晋平

【授業目標・教育方針】
大学教養レベルの線型振動・波動現象に関する理論の理解
大学教養レベルの熱力学の理解

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 45 時間である．
前期はフーリエ解析のテクニックを用いた，大学教養程度の線型の振動・波動現象に関する基本的な理論を学習する．
後期は熱力学第 2 法則の理解を中心に，大学教養程度の熱力学について学習する．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：物理テキストシリーズ 7. 振動と波動：寺沢 徳雄：岩波書店：978-4000077477
教科書：熱力学入門：佐々 真一：培風館：978-4320033474

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：応用物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 5 回 連成振動 ・単振動の復習
・鎖状につながれた質点の連成振動（2 体・3 体・N
体）

第 6 回～第 12 回 連続体の振動 ・連成振動の連続極限
・波動方程式の解
・フーリエ級数展開

第 13 回～第 15 回 振動・波動の応用 ・電磁波への応用
・量子力学への応用

第 16 回 熱力学第 0 法則 ・熱力学第 0 法則
・経験的温度
・理想気体と絶対温度

第 17 回～第 21 回 熱力学第 1 法則 ・熱の定義と内部エネルギー
・熱力学第 1 法則
・可逆変化と準静的変化
・状態量と微分形式
・比熱と気体の内部エネルギー
・理想気体の断熱変化

第 22 回～第 27 回 熱力学第 2 法則 ・熱機関の効率
・不可逆現象
・熱力学第 2 法則
・熱機関の効率と熱力学的絶対温度
・entropy
・Clausius の不等式と entropy 増大の法則

第 28 回～第 30 回 熱力学関数 ・自由エネルギー
・気体に関する Joule の実験と Joule--Thomson の実験
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